
あなたと町政をむすぶ議会情報誌

2014年8月（第142号）

（滋賀県多賀町）

多賀中 体育大会（6月14日）

～１年生は初めて体験する大きな行事
　　大縄跳び、気合いを入れて、心を1つに～

多賀中 体育大会（6月14日）

～１年生は初めて体験する大きな行事
　　大縄跳び、気合いを入れて、心を1つに～

・６月定例議会

・町長の行政報告
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ふるさと納税制度
(寄附者へのお礼品など)

　409万円

子育て支援対策費
(児童や保護者)へのカウンセラー

475万円

農業経営支援  
(コンバイン) 補助金

235万円

あけぼのパーク
空調設備改修工事費

2,300万円

地域ふれあい交流
(川相生活改善センター) 

380万円

中学生海外派遣
(ニュージランド)追加費

264万円

６月定例議会 ６月定例議会

3 議会広報 たが　２０１４年８月 2議会広報 たが　２０１４年８月

６
月
定
例
議
会

６
月
定
例
議
会

６
月
定
例
議
会

防災・教育の
　 新たな事業を審査
防災・教育の
　 新たな事業を審査
防災・教育の
　 新たな事業を審査
防災・教育の
　 新たな事業を審査

　
６
月
定
例
議
会
は
、
６

月
６
日
か
ら
６
月
20
日
ま

で
の
15
日
間
の
会
期
で
開

催
し
た
。

　
町
長
の
行
政
報
告
、
予

算
３
件
、
条
例
４
件
、
承

認
９
件
、
同
意
７
件
、
推

薦
１
件
、
報
告
４
件
、
請

負
契
約
２
件
を
審
査
し
、

可
決
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　

８
５
３
７
万
円

増

◎
特
別
会
計

・
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

　
　
　

１
８
０
６
万
円 

増

・
下
水
道
事
業

　
　
　
　

１
８
５
万
円 

増

・
消
防
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理

　
条
例

　
藤
瀬
と
芹
谷
の
消
防
セ
ン

タ
ー
を
追
加
す
る
も
の
。

・
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

　
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
委
嘱
の
基
準
を
定

め
る
も
の
。

・
税
条
例
（
第
82
条
）

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き

上
げ
に
伴
う
も
の
。

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
３
年
後
の
法
改
正
で
所
得

範
囲
に
変
更
が
生
じ
る
た
め
。

（
条
例
の
名
称
は
簡
略
し
て

い
ま
す
）

◎
一
般
会
計

　
　
　

７
０
３
３
万
円 

増

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　

２
１
７
９
万
円 

減

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　

３
８
０
万
円 

減

・
介
護
保
険
事
業

　
　
　

１
７
０
３
万
円 

減

・
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

　
　
　

３
６
３
０
万
円 

減

・
下
水
道
事
業

　
　
　
　

９
０
９
万
円 

減

◎
条
例
の
一
部
改
正

・
税
条
例

　
耐
震
改
修
に
対
す
る
減
額

措
置
。

・
固
定
資
産
税
条
例

　
不
均
一
課
税
を
２
年
延
長
。

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
も
の
。

◎
多
賀
財
産
区
委
員

　
　
森
口
　
　
政
二
　
氏

　
　
前
川
　
　
貢
　
　
氏

◎
霊
仙
財
産
区
委
員

　
　
藤
井
　
金
一
郎
　
氏

　
　
宮
下
　
　
重
和
　
氏

　
　
大
久
保
　
孝
蔵
　
氏

　
　
上
山
　
　
章
雄
　
氏

　
　
垣
立
　
　
繁
幸
　
氏

◎
農
業
委
員

　
　
喜
多
　
喜
代
美
　
氏

　
　
土
田
　
は
る
み
　
氏

　
　
栗
本
　
　
泉
　
　
氏

◎
繰
越
事
業

一
般
会
計
の
事
業

　
　
　
４
億
４
４
２
８
万
円

・
小
学
校
非
常
階
段
工
事

・
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
宿

泊
体
験
施
設
第
２
期
工
事

・
か
い
ぜ
寮
修
繕
事
業
補
助

・
芹
谷
消
防
セ
ン
タ
ー
整
備

特
別
会
計
の
事
業

・
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

　
　
　
１
億
３
４
２
４
万
円

企
業
会
計
の
事
業

・
水
道
事
業

　
　
　
　
　
９
７
０
７
万
円

◎
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事

　
　
　
（
八
重
練
地
区
）

・
請
負
者
　
　
岡
興
業

・
金
額
　
　
７
３
９
８
万
円

◎
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備

　
工
事

・
請
負
者
　
　
藤
野
商
事
㈱

・
金
額
　
　
６
３
３
６
万
円

予
　
　
算

報
　
　
告

同
　
　
意

推

せ

ん

条
例
改
正

請
負
契
約

八重練地区（急傾斜）工事

26
年
度
補
正

25
年
度
補
正

主
な
事
業

専
決
処
分

※
契
約
議
決

　
　
５
千
万
円
を
超
え
る

　
契
約
は
、
議
会
の
承
認

　
を
必
要
と
し
ま
す
。



町
長
の
行
政
報
告

町
長
の
行
政
報
告

・
「
多
賀
町
の
予
算
」
を
全
戸

配
布
し
た
。
町
政
へ
の
理
解

と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

・
芹
谷
地
域
消
防
セ
ン
タ
ー

を
７
月
中
に
完
成
さ
せ
、
こ

の
地
域
の
防
災
体
制
を
強
化

す
る
。

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
交

付
金
事
業
は
２
年
目
に
入
っ

た
。
集
落
計
画
書
に
基
づ
く

活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

・
空
き
家
対
策
と
し
て
、
八

重
練
地
区
で
改
修
を
し
た
。

学
生
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
活

用
で
き
な
い
か
議
論
し
て
い

る
。

・
絵
馬
通
り
の
道
路
整
備
は
、

今
年
度
に
基
本
設
計
に
取
り

組
む
。

・
湖
東
定
住
自
立
圏
の
取
り

組
み
は
、
今
年
度
で
５
年
間

の
協
定
期
間
が
終
了
す
る
。

次
年
度
以
降
の
協
定
変
更
の

協
議
を
１
市
４
町
で
進
め
て

い
る
。

・
介
護
予
防
教
室
は
、
参
加

者
が
増
え
た
た
め
、
川
相
会

場
で
の
開
催
日
を
週
２
回
に

増
や
し
た
。
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
る
。

・
子
育
て
世
帯
へ
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
国
が
臨
時
特
例

給
付
金
の
支
給
を
始
め
る
。

町
で
も
申
請
の
受
付
を
す
る
。

・
粗
大
ゴ
ミ
の
回
収
時
に
、

使
用
済
み
小
型
家
電
が
約
６

ト
ン
回
収
さ
れ
た
。
金
属
類

と
は
別
に
試
験
回
収
し
た
。

・
多
賀
の
特
産
物
と
し
て
、

そ
ば
、
ニ
ン
ジ
ン
の
販
路
拡

大
に
努
め
る
。
多
賀
産
ブ
ラ

ン
ド
を
拡
大
す
る
た
め
の
協

議
会
設
立
を
検
討
し
て
い
る
。

・
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
ニ
ホ

ン
ザ
ル
の
捕
獲
に
向
け
て
準

備
し
て
い
る
。

・
町
道
小
森
池
線
が
５
月
に

供
用
開
始
と
な
っ
た
。
物
流

や
地
域
振
興
に
役
立
て
た
い
。

・
町
道
久
徳
中
川
原
線
は
橋

梁
の
上
部
工
事
と
国
道
３
０

６
号
ま
で
の
１
０
０
ｍ
の
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。

・
橋
の
補
修
工
事
は
今
年
度

八
重
練
高
橋
、
霜
ケ
原
高
橋
、

萱
原
鎮
守
橋
の
調
査
設
計
を

す
る
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
小
中
学
校

に
整
備
し
、
情
報
活
用
能
力

の
育
成
を
図
る
。

・
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
で

は
、
14
人
の
生
徒
を
８
月
に

10
日
間
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

へ
派
遣
す
る
。
広
い
視
野
を

持
っ
た
人
材
育
成
に
努
め
る
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が

６
月
に
滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
多

く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

グラウンドゴルフ場オープン（6/1）町道小森池線 開通（5/26）

体験宿泊施設第２期工事模型図芹谷地域消防センター

「多賀町の予算」冊子を全戸配布中央公民館基金へ積み立て

委員会審議 町長の行政報告

5 議会広報 たが　２０１４年８月 4議会広報 たが　２０１４年８月

住みやすい
　　 まちづくりを
住みやすい
　　 まちづくりを
住みやすい
　　 まちづくりを
住みやすい
　　 まちづくりを

総
務
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

産
業
環
境
課
所
管

企
画
課
所
管

◎
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　
８
５
３
７
万
円 

増

・
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品

　
　
　
　
　
　
４
０
９
万
円

・
介
護
予
防
事
業
（
川
相
）

　
　
　
　
　
　
　
３
８
０
万

・
地
域
サ
ロ
ン
備
品
設
置

　
　
　
　
　
　
１
９
７
万
円

・
子
育
て
支
援
対
策
費

　
　
　
　
　
　
４
７
５
万
円

・
施
設
補
修
工
事

　
（
ふ
れ
あ
い
の
郷 

外
壁
）

　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

　
（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク 

空
調
）

　
　
　
　
　
２
３
０
０
万
円

・
小
水
力
発
電
修
理
費

　
　
　
　
　
　
　
１
７
万
円

・
農
業
経
営
体 

育
成
支
援

　
　
　
　
　
　
２
３
５
万
円

・
林
道
補
修
工
事（
権
現
谷
）

　
　
　
　
　
　
５
９
８
万
円

・
治
山
工
事
（
八
重
練
）

　
　
　
　
　
　
６
１
５
万
円

・
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

　
　
　
　
　
　
２
６
４
万
円

・
道
路
改
良
工
事

　
（
久
徳
中
川
原
線
）

　
　
　
　
　
２
８
０
０
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
５
８
５
万
円

（
減
額
分
は
記
載
し
て
い
ま

　
せ
ん
）

総
務
課
所
管

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
内
訳

　
は
。
　

　
　
全
国
か
ら
約
６
０
０
人
、

　
５
８
５
万
円
の
寄
付
を
見

　
込
ん
で
い
る
。

　
　
記
念
品
代
の
内
訳
は
。

　
　
５
千
円
の
寄
付
は
２
千

　
円
程
度
、
１
万
円
の
寄
付

　
は
５
千
円
程
度
の
記
念
品

　
を
贈
っ
て
い
る
。
町
の
Ｐ

　
Ｒ
も
兼
ね
て
い
る
。

産
業
環
境
課
所
管

　
　
農
業
経
営
の
効
率
化
策

　
は
。

　
　
県
は
農
地
中
間
管
理
機

　
構
を
設
置
し
、
農
地
利
用

　
の
集
約
化
を
す
す
め
る
。

　
　
小
水
力
発
電
の
現
状
は
。

　
　
流
速
が
安
定
し
て
い
な

　
い
の
で
装
置
に
故
障
が
生

　
じ
て
い
る
。
水
量
が
安
定

　
し
て
い
る
河
内
風
穴
か
ら

　
の
谷
を
、
次
の
候
補
地
と

　
し
て
検
討
し
て
い
る
。

福
祉
保
健
課
所
管

　
　
ふ
れ
あ
い
の
郷
補
修
工

　
事
の
内
容
は
。

　
　
経
年
劣
化
に
よ
る
外
壁

　
タ
イ
ル
の
補
修
で
あ
る
。

　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

　
象
者
は
。

　
　
消
費
税
率
の
変
更
に
対

　
応
す
る
措
置
で
、
町
民
税

　
の
非
課
税
者
が
対
象
。

　
　
地
域
サ
ロ
ン
備
品
設
置

　
の
内
容
は
。

　
　
健
康
づ
く
り
、
居
場
所

　
づ
く
り
を
推
進
す
る
サ
ロ

　
ン
に
対
し
、
血
圧
計
、
イ

　
ス
な
ど
の
備
品
を
設
置
す

　
る
。

教
育
委
員
会
所
管

　
　
中
学
生
の
海
外
派
遣
先

　
は
。
個
人
負
担
は
あ
る
の

　
か
。

　
　
派
遣
先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

　
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
１
人
あ

　
た
り
の
個
人
負
担
は
、
20

　
万
円
で
あ
る
。

　
　
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
の
改

　
修
工
事
の
内
容
は
。

　
　
特
別
収
蔵
庫
な
ど
の
空

　
調
設
備
を
改
修
す
る
。

地
域
整
備
課
所
管

　
　
道
路
改
良
の
箇
所
は
。

　
　
久
徳
中
川
原
線
で
あ
る
。

　
年
度
内
の
完
成
を
め
ざ
す
。

予
　
　
算

小水力発電ピコピカ

主
な
事
業

予
算
特
別
委
員
会

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
６
月

定
例
議
会
で
付
託
を
受
け
た
予
算
１
件
を
審
査
し
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

質
疑
の
主
な
も
の

問答問答問答

問答問答問答

問答

問答 問答 問答

26
年
度
補
正

血圧計で健康管理

ライト



安全・安心な
　 道路整備を
安全・安心な
　 道路整備を
安全・安心な
　 道路整備を
安全・安心な
　 道路整備を

　
　
治
水
対
策
は
。

　
　
芹
川
で
は
、
護
岸
の
災

　
害
復
旧
工
事
を
急
ぐ
。
犬

　
上
川
で
は
、
川
相
合
流
点

　
付
近
の
浚
渫
を
予
定
し
て

　
い
る
。

　
　
町
道
小
森
池
線
と
国
道

　
３
０
６
号
と
の
交
差
点
に

　
信
号
機
を
設
置
す
る
予
定

　
は
。

　
　
設
置
の
要
望
を
出
し
て

　
い
る
が
、
26
年
度
で
の
設

　
置
は
で
き
な
い
と
回
答
が

　
あ
っ
た
。

　
　
土
田
の
町
道
に
施
工
す

　
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
何
メ

　
ー
ト
ル
か
。

　
　
３
８
０
ｍ
に
な
る
。
安

　
全
対
策
と
し
て
で
き
る
だ

　
け
延
伸
し
た
。

　
　
八
重
練
の
急
傾
斜
擁
壁

　
工
事
の
内
容
は
。

　
　
施
工
延
長
１
０
８
ｍ
で
、

　
落
石
防
護
柵
、
コ
ン
ク
リ

　
ー
ト
擁
壁
、
水
路
工
を
行

　
う
。

　
　
橋
の
補
修
工
事
は
。

　
　
八
重
練
高
橋
、
霜
ケ
原

　
高
橋
、
萱
原
鎮
守
橋
で
、

　
測
量
設
計
を
行
う
。

　
　
水
谷
地
区
で
の
事
業
は
。

　
　
道
路
、
水
道
施
設
、
集

　
会
所
な
ど
を
整
備
す
る
。

　
　
空
き
家
除
去
は
。

　
　
今
年
度
内
に
す
べ
て
終

　
了
す
る
。

　
　
周
辺
地
域
で
の
事
業
は
。

　
　
栗
栖
の
集
会
所
の
駐
車

　
場
舗
装
、
町
道
の
補
修
（
屏

　
風
、
甲
頭
倉
）、
落
石
防
止

　
擁
壁
（
入
谷
）
で
あ
る
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
活
動
は
。
　

　
　
新
た
に
２
人
を
受
け
入

　
れ
た
。
獣
害
に
強
い
野
菜

　
づ
く
り
や
、
こ
の
地
域
の

　
む
ら
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

　
い
た
だ
く
。

県
　
事
　
業

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
５
月
２
日
、
委
員
会
を

開
催
し
、
地
域
整
備
課
所

管
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

今
年
度
事
業
（
県
、
町
事

業
）
を
現
地
視
察
し
、
説

明
を
受
け
た
。

質
疑
の
主
な
も
の

質
疑
の
主
な
も
の

町
　
事
　
業

質
疑
の
主
な
も
の

問答問答問答問答

問答

問答問答問答問答

芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
（
県
・
町
）

建設中の下水谷集会所

し
ゅ
ん 

せ
つ

・県事業
　　道路改良
　　道路改良
　　災害復旧
　　砂防
　　浚渫

・町事業
　　集会所整備
　　町道改良
　　地域おこし協力隊事業

◎芹谷栗栖地域振興事業

水谷
栗栖ほか
河内
水谷（峰ケ谷川）
河内（芹川）

　
水谷・栗栖
甲頭倉・屏風
水谷

・道路改良工事
　　道路拡幅
　　擁壁整備
　　側溝整備
　　道路舗装
　　右折溜り拡幅
　　消雪設備
　　里道舗装
　　気象システム設置
　　残土処分地整備

・交通安全対策
　　ゾーン30表示
　　転落防止柵
　　ガードレール設置

・急傾斜対策
　　擁壁整備

・災害復旧
　　護岸復旧

月之木・久徳
藤瀬
敏満寺
猿木
富之尾
四手
川相
仏ケ後
敏満寺

　
多賀
多賀
土田・萱原

　
八重練

　
河内（中村橋）

◎地域整備課所管事業（箇所付け）

・道路改良
　　路線測量
　　路線測量

・河川
　　災害復旧
　　浚渫

・砂防

　　堰堤工

多賀（国道307号線）
佐目（国道306号線）

　
久徳（芹川）
川相（犬上川）

　

佐目（細谷）・萱原（萱原谷）

◎県事業

（えんていこう）

委員会審議 委員会審議
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心豊かな教育と
　 健全な育成を
心豊かな教育と
　 健全な育成を
心豊かな教育と
　 健全な育成を
心豊かな教育と
　 健全な育成を

　
　
要
望
が
多
い
保
育
の
形

　
態
は
。

　
　
低
年
齢
児
、
長
時
間
保

　
育
を
望
ま
れ
て
い
る
。

　
　
食
育
の
現
状
は
。
野
菜

　
嫌
い
や
虫
歯
へ
の
対
策
は
。

　
　
菜
園
活
動
や
給
食
体
験

　
を
実
施
し
て
い
る
。
食
後

　
は
全
員
が
歯
磨
き
を
し
て
、

　
虫
歯
の
数
は
減
っ
て
き
て

　
い
る
。

　
　
防
災
・
防
犯
対
策
は
。

　
　
防
災
頭
巾
を
配
布
す
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も
す

　
す
め
て
い
る
。

　
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

　
果
と
対
策
は
。
　

　
　
小
学
６
年
生
と
中
学
３

　
年
生
に
対
し
て
実
施
さ
れ

　
た
。
結
果
は
ま
だ
出
て
い

　
な
い
。
教
員
の
人
的
配
置

　
も
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て

　
学
力
向
上
を
図
る
。

　
　
細
や
か
な
指
導
を
め
ざ

　
す
。

　
　
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

　
の
作
成
は
。

　
　
県
の
基
本
方
針
を
参
考

　
に
、
各
学
校
で
作
成
す
る

　
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
統

　
一
で
は
な
い
が
、
学
校
間

　
の
連
携
は
し
て
い
る
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
現
状
は
。
　

　
　
対
象
は
小
学
１
～
３
年

　
生
ま
で
の
定
員
65
人
に
対

　
し
、
57
人
の
児
童
が
入
所

　
し
て
い
る
。

　
　
学
校
と
博
物
館
の
連
携

　
は
。

　
　
古
代
ゾ
ウ
の
発
掘
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
、
親
子
化
石
発

　
掘
体
験
、
標
本
整
理
な
ど

　
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

　
小
中
学
校
の
理
科
教
育
を

　
支
援
し
て
い
く
。

幼
　
児
　
教
　
育

総
務
常
任
委
員
会

　
５
月
15
日
、
委
員
会
を

開
催
し
、
教
育
委
員
会
所

管
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

教
育
施
設
（
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
）

を
現
地
視
察
し
、
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

質
疑
の
主
な
も
の

質
疑
の
主
な
も
の

問答問答問答

問答

①
学
力
を
高
め
る
教
育

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
自

　
ら
学
び
、
自
ら
考
え
判
断

　
す
る
力
を
育
て
る
。

②
社
会
で
の
自
立
を
め
ざ
す

　
教
育

　
　
道
徳
教
育
や
読
書
活
動

　
を
重
視
し
、
豊
か
な
心
を

　
培
う
。

③
健
全
な
心
身
を
育
む
教
育

　
　
食
育
を
推
進
し
、
体
力

　
の
向
上
と
健
康
の
保
持
増

　
進
を
は
か
る
。

26
年
度 

教
育
方
針

26
年
度 

教
育
方
針

26
年
度 

教
育
方
針

問答

問答問答

学
　
校
　
教
　
育

質
疑
の
主
な
も
の

生
　
涯
　
学
　
習

・保育園 　ささゆり保育園　　　１６０人
　　　　　 たきのみや保育園　　　２３人

・幼稚園　 多賀幼稚園　　　　　　４６人
　　　　　 大滝幼稚園　　　　　　１２人

・小学校　 多賀小学校　　　　　３３２人

　　　　　 大滝小学校　　　　　　７７人

・中学校　 多賀中学校　　　　　２０６人

園児・児童・生徒数

多賀小学校 授業視察

多賀中学校 英語の授業風景

（４月現在）

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
は

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
効
果
的
に

活
用
し
、
児
童
・
生
徒
の
学

力
向
上
に
つ
な
げ
る
。



６月定例議会６月定例議会

北川久二
◎中央公民館の建設は
◎家屋耐震化の取り組みは

１ Ｐ１０ 町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

富永　勉
◎グラウンドゴルフ場に屋根付きの休憩所を
◎小中学生のいじめは

２ Ｐ１０

田畑喜久弘
◎わが町はどうなるのか
◎国道３０６号再開通見通しは

４ Ｐ１１

川添武史
◎国体の競技会場を町内施設へ
◎生活困窮者自立支援制度は
◎繰越明許費は

３

竹内　薫
◎町営施設の安全点検は
◎指定管理者制度の導入と効果は

７ Ｐ１３

Ｐ１１

大橋富造
◎子育て支援策の拡充を

５ Ｐ１２

深田治夫
◎２つの町道の接続は

９ Ｐ１４

山口久男
◎学童保育の拡充は
◎人口減少を防ぐ定住化対策は
◎中学生の通学にスクールバスを
◎危険な交差点の交通安全策は
◎ＡＥＤの設置は
○集団的自衛権への見解は

６ Ｐ１２

原田亀雄
◎遊休資産の運用は
◎集落の祭りをまちづくりの中心に

10 Ｐ１４

川岸真喜
◎地域キャラクターの着ぐるみ化は
◎こどもデイサービスの開設を

８ Ｐ１３

（※○印は、掲載しておりません。）

６月定例議会では１0人が登壇し、
町政の将来を見据えて、

一般質問を行った。

一
般
質
問
は
10
人
が
質
問

一
般
質
問
は
10
人
が
質
問

町政を問う 委員会審議
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Ｑ
　
多
賀
を
選
ん
だ
理
由
は
。

　
Ａ
　
自
分
の
夢
を
実
現
で

　
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　
Ｑ
　
実
際
に
住
ん
だ
感
想
は
。

　
Ａ
　
自
然
が
豊
か
で
す
ね
。

　
地
域
の
方
々
の
温
か
い
心

　
づ
か
い
に
感
謝
し
ま
す
。

　
Ｑ
　
任
期
中
の
目
標
は
。

　
Ａ
　
鳥
獣
害
に
強
い
作
物

　
を
栽
培
し
て
地
域
お
こ
し

　
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

県は２７年度に
事業完了をめざす
県は２７年度に

事業完了をめざす
県は２７年度に

事業完了をめざす
県は２７年度に

事業完了をめざす
　
　
県
道
水
谷
彦
根
線
の
工

　
事
内
容
と
進
捗
は
。

　
　
上
水
谷
は
バ
イ
パ
ス
と

　
な
り
、
下
水
谷
は
現
道
拡

　
幅
と
な
る
。
バ
イ
パ
ス
の

　
進
捗
率
は
33
％
で
あ
る
。

　
27
年
度
の
完
成
を
め
ざ
す
。

　
　
県
道
多
賀
醒
井
線
の
待

　
避
所
は
。

　
　
こ
の
県
道
は
1.5
車
線
に

　
な
り
、
待
避
所
を
３
０
０

　
ｍ
に
１
カ
所
つ
く
る
計
画
。

　
　
流
域
治
水
の
新
条
例
が

　
制
定
さ
れ
た
。
具
体
的
な

　
事
業
は
。
　

　
　
県
で
は
「
水
害
に
強
い

　
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
を

　
設
置
す
る
。

　
　
湖
東
管
内
に
は
ま
だ
設

　
置
で
き
て
い
な
い
。

　
　
「
水
害
に
強
い
地
域
づ

　
く
り
協
議
会
」
の
構
成
メ

　
ン
バ
ー
は
。

　
　
河
川
ご
と
の
広
い
区
域

　
で
は
な
く
、
小
規
模
な
地

　
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
。

　
地
域
の
方
、
学
識
経
験
者
、

　
行
政
で
構
成
さ
れ
る
。

　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
制
作

し
て
お
り
、
起
業
も
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
芹
谷
振
興
事
務
所
は
27

　
年
度
末
で
一
旦
解
散
と
な

　
る
。
事
業
が
残
っ
た
場
合

　
は
ど
う
す
る
の
か
。
　
　

　
　
湖
東
土
木
事
務
所
が
引

　
き
継
ぎ
、
事
業
を
進
め
る
。

　
　
27
年
度
内
に
ダ
ム
対
策

　
の
す
べ
て
の
事
業
が
完
成

　
す
る
の
か
。

　
　
完
成
す
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

　
　
昨
年
の
大
型
台
風
で
の

　
被
害
か
ら
、
芹
川
全
体
の

　
治
水
対
策
を
見
直
す
べ
き

　
で
は
。

　
　
県
は
平
成
20
年
に
河
川

　
方
針
を
作
成
し
、
30
年
対

　
応
の
改
修
事
業
を
完
了
し

　
た
。
芹
川
河
口
で
は
、
堆

　
積
に
よ
る
閉
塞
が
進
ん
で

　
い
る
。
土
砂
の
除
去
な
ど

　
を
彦
根
市
と
協
議
す
る
。

県
　
　
事
　
　
業

ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

　
５
月
23
日
、
委
員
会
を

開
催
し
、
県
の
芹
谷
地
域

振
興
事
務
所
所
管
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
現
地
視

察
し
た
。

質
疑
の
主
な
も
の

問答問答

問答

問答

問答問答

問答

現地視察（屏風地先）

山
下
　
政
満 

さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

こんにゃくいもの植え付け

地域の方とおはぎづくり

Ｑ
　
多
賀
を
選
ん
だ
理
由
は
。

Ａ
　
彦
根
の
大
学
に
通
っ
て

い
た
の
で
、
身
近
な
町
で
し

た
。
観
光
や
自
然
な
ど
の
資

源
も
魅
力
で
す
。

Ｑ
　
実
際
に
住
ん
だ
感
想
は
。

Ａ
　
シ
カ
や
サ
ル
が
歩
い
て

い
る
光
景
は
驚
き
で
し
た
。

集
落
の
み
な
さ
ん
に
は
優
し

く
迎
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

Ｑ
　
任
期
中
の
目
標
は
。

Ａ
　
水
谷
の
む
ら
づ
く
り

の
方
向
性
を
自
分
な
り
に

見
つ
け
た
い
で
す
。

谷
　
涼
香 

さ
ん

す
ず

か

ま
さ
み
つ

元
気

っ
ぱ
い

い

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

元
気

っ
ぱ
い

い



　　
い
じ
め
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
り
、
各
自
治
体
で
「
子

ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」

の
制
定
が
進
ん
で
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
制
定
す

べ
き
だ
。

　
ま
た
、
国
の
子
育
て
３
法

に
は
、「
学
童
保
育
」
の
規
定

が
盛
り
込
ま
れ
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
条
例
化

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

幼
保
一
体
化
も
含
め
た
今
後

の
子
育
て
施
策
は
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
委

託
さ
れ
る
。
今
後
、
事
務
量

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
大

丈
夫
な
の
か
。

町
長

　
県
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
さ
れ
る
も
の
で
、
こ

の
事
業
に
対
す
る
事
務
量
が

勘
案
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
た

人
員
配
置
が
検
討
さ
れ
る
。

　
繰
越
事
業
を
減
ら
す
べ
き

だ
。
発
注
が
遅
い
の
で
は
。

町
長

　
事
業
の
繰
り
越
し
は
、
国

や
県
か
ら
有
利
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
の
事
業
の
前
倒

し
に
よ
る
も
の
や
、
国
や
県

と
事
業
調
整
す
る
場
合
に
生

じ
る
も
の
で
、
発
注
の
遅
れ

が
原
因
で
は
な
い
。

ー町長ー

わが町はどうなるのか

　人口増にむけて取り組む
ー企画課長ー

中央公民館国体主会場の彦根総合運動場

　
拠
点
避
難
場
所
に
指
定
し

て
い
る
中
央
公
民
館
は
、
築

37
年
が
経
過
す
る
。

　
新
た
に
建
設
す
る
た
め
の

基
金
積
立
て
が
現
在
４
億
５

千
万
円
で
、
い
よ
い
よ
建
設

に
向
け
取
り
組
み
が
さ
れ
る

が①
25
年
度
決
算
で
の
積
立
て

　
は
可
能
か
。

②
耐
震
強
度
は
。

③
建
設
場
所
は
現
在
地
か
。

町
長

①
新
た
な
中
央
公
民
館
建
設

　
に
向
け
、
23
年
度
か
ら
積

　
立
て
し
、
24
年
度
末
で
４

　
億
５
千
万
円
。
25
年
度
で

　
１
億
１
千
万
円
を
基
金
へ

　
積
立
て
25
年
度
末
の
残
高

　
は
５
億
６
千
万
円
と
な
る
。

②
耐
震
強
度
に
つ
い
て
は
、

　
よ
り
安
全
な
施
設
建
築
を

　
め
ざ
す
。

③
町
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

　
て
、
議
会
と
協
議
す
る
。

　
県
は
３
月
に
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
発
生
に
よ
る
被

害
予
測
を
公
表
し
、
県
内
各

地
の
揺
れ
の
強
さ
が
見
直
し

さ
れ
、
本
町
は
震
度
６
弱
。

　
本
町
で
の
耐
震
化
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
な
家
屋
は
、

全
体
戸
数
の
約
40
％
と
聞
く
。

　
耐
震
診
断
を
さ
れ
た
件
数

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長

　
22
年
度
か
ら
25
年
度
末
ま

で
に
16
件
が
耐
震
診
断
を
受

け
ら
れ
、
内
１
件
が
補
強
工

事
を
実
施
さ
れ
た
。

　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
引
き
続
き
耐
震
診

断
や
改
修
へ
の
補
助
等
に
取

り
組
み
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
急
な
天
候
悪
化
や
熱
中
症

対
策
な
ど
に
対
処
可
能
な
、

屋
根
付
き
休
憩
所
の
考
え
は
。

町
長

　
滝
の
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
は
、
地
形
の
起
伏
を
利

用
し
た
天
然
芝
や
桜
・
楓
の

木
を
残
し
、
２
コ
ー
ス
16
ホ

ー
ル
の
本
格
的
な
コ
ー
ス
と

し
て
整
備
し
た
。
併
せ
て
ト

イ
レ
・
東
屋
な
ど
も
整
備
し

た
が
、
屋
根
付
き
休
憩
所
の

設
置
は
利
用
者
の
意
見
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　
い
じ
め
は
、
一
定
の
人
間

関
係
の
あ
る
者
か
ら
、
心
理

的
・
物
理
的
な
攻
撃
を
受
け
、

精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
る
こ

と
で
あ
る
。

　
現
在
は
無
視
や
携
帯
に
よ

る
中
傷
な
ど
陰
湿
化
し
、
気

づ
き
に
く
い
い
じ
め
が
起
こ

っ
て
い
る
。

　
組
織
的
な
体
制
に
よ
り
、

小
さ
な
サ
イ
ン
も
決
し
て
見

逃
さ
ず
、
過
小
評
価
し
な
い

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
た
取

組
み
は
。

教
育
長

　
い
じ
め
に
対
し
て
は
、
保

育
園
・
幼
稚
園
、
小
中
学
校

に
指
導
を
し
て
い
る
。

　
多
賀
町
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
速
や
か
で

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
多
賀
町
い
じ
め
問

題
対
策
専
門
委
員
会
の
設
置

に
向
け
進
め
て
い
る
。

北 川  久 二

グラウンドゴルフ楽しくプレー通行止めが続く鞍掛峠

家
屋
耐
震
化
の

　
　
　
取
り
組
み
は

繰
越
明
許
費
は

生
活
困
窮
者

　
自
立
支
援
制
度
は

安
全
・
安
心
な

　
　
ま
ち
づ
く
り
を

い
じ
め
対
策
専
門

　
　
委
員
会
を
設
置

国
道
３
０
６
号

　
再
開
通
見
通
し
は

小
・
中
学
生
の

　
　
　
　
い
じ
め
は

　
「
３
町
消
滅
？
人
口
減
に

苦
慮
」
衝
撃
的
見
出
し
記
事

が
、
新
聞
の
滋
賀
版
に
載
っ

た
。
わ
が
町
が
対
象
に
な
っ

た
こ
と
に
対
し
て
問
題
点
と

施
策
は
。

企
画
課
長

　
突
然
の
記
事
に
驚
い
て
い

る
。
昨
年
ま
で
減
少
し
続
け

て
い
た
人
口
が
、
今
年
は
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
。

　
今
後
も
、
子
育
て
支
援
や

若
者
定
住
支
援
な
ど
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
近
年
の
台
風
で
国
道
３
０

６
号
（
三
重
県
側
）
に
は
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　
現
在
、
災
害
復
旧
工
事
が

進
ん
で
い
る
。

　
三
重
県
側
の
復
旧
が
望
ま

れ
る
。
再
開
通
の
見
通
し
は
。

地
域
整
備
課
長

　
三
重
県
側
４
カ
所
で
順
次

工
事
中
で
あ
る
。

　
今
年
９
月
末
ご
ろ
に
は
完

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

富 永   勉田畑 喜久弘

町政を問う 町政を問う

中央公民館の建設は

　　より安全な施設建設を
川 添  武 史

グラウンドゴルフ場に
　　　　　屋根付き休憩所を
　利用者の意見等を踏まえ検討

ー町長ー

　
本
格
的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
め
る
滝
の
宮
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
、
６

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
高
齢
者
同
士
・
高
齢
者
と

子
ど
も
・
親
と
子
ど
も
な
ど

の
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く

の
人
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

11 議会広報 たが　２０１４年８月 10議会広報 たが　２０１４年８月

国体の競技会場を町内施設へ
　　　会場には適合しないー町長ー

か
え
で

　
第
79
回
（
平
成
36
年
度
）

国
民
体
育
大
会
の
メ
イ
ン
会

場
が
彦
根
の
県
立
総
合
運
動

場
に
決
定
さ
れ
た
。

　
富
之
尾
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
は
候
補
に
な
る
か
。

町
長

　
平
坦
な
コ
ー
ス
が
基
本
で

あ
り
、
要
件
が
満
た
な
い
た

め
、
国
体
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
と
は
な
ら
な
い
事
が

判
明
し
た
。

　
今
年
３
月
に
成
立
し
た
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は
平

成
27
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
。

※
繰
越
明
許
費
と
は
…

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

　
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
経
費
。



①
着
ぐ
る
み
の
製
造
、
維
持
、

　
使
用
に
か
か
る
経
費
は
。

②
た
か
ぴ
ー
、
こ
れ
っ
と
君

　
の
着
ぐ
る
み
化
の
計
画
は
。

産
業
環
境
課
長

①
１
体
あ
た
り
製
作
に
20
万

　
円
、
人
件
費
や
旅
費
に
年

　
間
32
万
円
の
支
出
が
あ
る
。

　
収
入
と
し
て
は
、
出
演
料

　
が
８
万
円
、
グ
ッ
ズ
の
販

　
売
で
46
万
円
が
あ
る
。

②
２
体
と
も
地
域
の
イ
ベ
ン

　
ト
に
の
み
使
用
さ
れ
る
目

　
的
で
作
ら
れ
た
た
め
、
着

　
ぐ
る
み
化
し
て
使
用
す
る

　
計
画
は
な
い
。

　
多
賀
町
に
は
、
特
別
支
援

①
本
町
に
お
け
る
指
定
管
理

　
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る

　
施
設
は
何
件
か
。
ま
た
、

　
そ
の
成
果
・
効
果
は
。

②
導
入
し
て
い
な
い
施
設
に

　
対
し
て
、
今
後
、
指
定
管

　
理
の
考
え
は
。

町
長

①
指
定
管
理
を
し
て
い
る
の

　
は
33
施
設
で
、
ほ
と
ん
ど

　
が
各
字
の
集
会
所
や
広
場
。

　
も
ん
ぜ
ん
亭
や
フ
イ
ッ
ト

　
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

　
タ
ー
、
多
賀
公
園
・
四
手

　
公
園
で
は
人
件
費
の
節
減

　
や
、
専
門
的
な
運
営
ノ
ウ

　
ハ
ウ
を
生
か
し
た
運
営
に

　
よ
り
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

　
ス
が
向
上
し
た
。

②
効
率
的
で
効
果
的
な
維
持

　
管
理
が
期
待
で
き
る
社
会

　
教
育
施
設
な
ど
に
つ
い
て

　
考
え
て
い
く
。

⑥
指
導
員
の
専
門
性
向
上
研

　
修
は
。

⑦
保
護
者
、学
校
と
の
連
携
は
。

教
育
次
長

①
６
年
生
ま
で
。

②
国
の
基
準
の
1.5
倍
の
面
積

　
を
確
保
し
て
い
る
。
受
け

　
入
れ
可
能
。
入
所
基
準
を

　
厳
格
に
す
る
。

③
バ
ス
に
よ
る
送
迎
、
指
導

　
員
の
同
乗
。

④
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
る

　
が
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
。

⑤
規
定
は
な
い
が
問
題
な
い
。

⑥
研
修
機
会
を
設
け
て
い
る
。

⑦
説
明
会
な
ど
情
報
交
換
を

　
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
30
年
間
で
若
者
女
性

が
半
減
す
る
と
の
民
間
試
算

結
果
が
出
た
。
「
多
賀
町
は

消
滅
か
」
と
の
報
道
記
事
へ

の
見
解
と
、
少
子
高
齢
化
に

対
応
す
る
新
た
な
対
策
は
。

町
長

　
人
口
減
少
の
実
態
を
認
識

　
町
内
に
は
、
手
す
り
や
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
な
ど
、
安
全
点

検
義
務
の
な
い
危
険
個
所
が

た
く
さ
ん
あ
る
。

　
不
慮
の
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い

る
か
。

町
長

　
園
や
学
校
内
で
の
子
ど
も

の
事
故
は
絶
対
に
防
ぐ
必
要

が
あ
る
。
学
校
ご
と
に
安
全

点
検
表
を
作
成
し
、
日
常
点

検
と
し
て
、
各
部
の
腐
食
や

変
色
、
亀
裂
や
傷
な
ど
の
確

認
を
行
っ
て
い
る
。

　
発
見
し
た
危
険
個
所
は
、

程
度
に
応
じ
て
補
修
や
使
用

中
止
、
立
入
禁
止
の
応
急
措

置
を
行
い
、
適
切
に
対
応
し

て
い
る
。

子育て支援策の拡充を

　　現状維持でいく
ー町長ー

地域キャラクターの
　　　　着ぐるみ化は
　たがゆいちゃんを活用

ー産業環境課長ー

学童保育の拡充は
　　　子どもの居場所と
　　　健全育成の改善が必要

大滝小学校 (楽しかった修学旅行)指定管理 (もんぜん亭)

　
義
務
教
育
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
修
学
旅
行
費
用
の
大
半

は
、
保
護
者
が
負
担
し
て
い

る
。
廃
止
す
る
市
町
村
も
あ

る
が
補
助
金
額
に
差
が
あ
る
。

豊
郷
町
は
小
学
校
２
千
円
、

中
学
校
は
６
千
円
。
甲
良
町
、

愛
荘
町
は
見
直
し
、
豊
郷
町

と
同
額
。
多
賀
町
は
、
小
学

校
は
２
千
円
、
中
学
校
３
５

０
０
円
と
見
直
し
さ
れ
て
い

な
い
。

①
補
助
金
の
保
護
者
負
担
の

　
軽
減
は
。

②
次
年
度
予
算
に
豊
郷
町
と

　
同
額
は
。

町
長

①
本
町
は
旅
行
保
険
料
な
ど

　
の
負
担
を
し
て
い
る
。
現

　
状
の
ま
ま
す
す
め
て
い
く
。

②
現
状
維
持
で
い
く
。

①
対
象
児
童
の
引
き
上
げ
は
。

②
定
数
80
人
を
超
え
た
場
合
は
。

③
大
滝
小
学
区
の
送
迎
体
制
は
。

④
特
別
支
援
学
校
に
通
う
小

　
学
生
は
。

⑤
指
導
員
の
処
遇
改
善
、
人

　
材
確
保
、
常
勤
配
置
基
準
は
。

す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
民

間
で
の
大
規
模

な
宅
地
開
発
の

計
画
も
進
ん
で

い
る
。
遊
休
農

地
、
耕
作
放
棄

地
の
有
効
利
用

や
定
住
人
口
増

加
に
取
り
組
む
。

　
３
月
議
会
で
、「
中
学
生
の

通
学
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活

用
」
を
と
の
質
問
に
対
し
、

29
人
乗
り
バ
ス
が
可
能
か
ど

う
か
検
討
結
果
は
。

教
育
総
務
課
長

　
小
学
校
、
中
学
校
合
わ
せ

て
33
人
一
緒
に
乗
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
土
田
南
交
差
点
は
、
踏
み

切
り
と
の
距
離
が
短
い
た
め

危
険
で
あ
る
。
安
全
対
策
は
。

総
務
課
長

　
点
滅
か
ら
点
灯
へ
の
予
告

信
号
が
な
い
。
信
号
機
の
切

り
替
え
時
間
の
調
整
、
変
更

を
警
察
署
と
協
議
し
て
い
く
。

①
各
字
へ
の
設
置
補
助
は
。

②
公
共
施
設
な
ど
設
置
さ
れ

　
て
い
る
が
、
町
民
へ
の
設

　
置
場
所
の
周
知
、
取
扱
講

　
習
は
。

福
祉
保
健
課
長

①
総
務
課
、
企
画
課
の
補
助

　
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

②
全
体
を
ま
と
め
た
も
の
は

　
な
い
。
今
後
検
討
し
て
い

　
く
。
生
涯
学
習
、
防
災
訓

　
練
、
日
赤
奉
仕
団
な
ど
に

　
提
案
し
た
い
。

大 橋  富 造

建設予定の学童保育施設たがのマスコットキャラクター

これっと君 たがゆいちゃん たかぴー

専
門
的
な
運
営
に
よ
り

　
　
サ
ー
ビ
ス
が
向
上

指
定
管
理
者
制
度
の

　
　
導
入
と
効
果
は

中
学
生
の
通
学
に

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

危
険
な
交
差
点
の

　
交
通
安
全
対
策
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
の
開
設
を

社
会
福
祉
協
議
会
と

　
　
　
　
　
　
検
討

人
口
減
少
を
防
ぐ

　
　
定
住
化
対
策
は

　
多
賀
町
に
は
、
た
が
ゆ
い

ち
ゃ
ん
の
ほ
か
に
も
、
高
取

山
ふ
れ
あ
い
公
園
の
た
か
ぴ

ー
、
大
君
ヶ
畑
の
こ
れ
っ
と

君
と
い
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
あ
る
。

ク
ラ
ス
や
養
護
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
が
放
課
後
や
夏
休

み
を
過
ご
す
居
場
所
が
な
い
。

保
護
者
の
就
労
を
支
え
る
た

め
に
も
必
要
で
あ
る
。
町
長

の
考
え
は
。

町
長

　
町
で
は
居
場
所
を
提
供
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
町
内
で
の
事
業
所
の
立

ち
上
げ
を
研
究
す
る
よ
う
指

示
を
し
た
。

　
本
年
、
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
た
。
事
業
の
担
い
手

と
な
る
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、

開
設
の
可
能
性
を
検
討
し
て

い
く
。

山 口  久 男

　　
い
じ
め
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
り
、
各
自
治
体
で
「
子

ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」

の
制
定
が
進
ん
で
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
制
定
す

べ
き
だ
。

　
ま
た
、
国
の
子
育
て
３
法

に
は
、「
学
童
保
育
」
の
規
定

が
盛
り
込
ま
れ
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
条
例
化

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

幼
保
一
体
化
も
含
め
た
今
後

の
子
育
て
施
策
は
。

川 岸  真 喜

町政を問う 町政を問う
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竹 内 　 薫

町営施設の安全点検は

　安全点検表を作成
ー町長ー

ー教育次長ー



①
建
設
経
緯
と
運
用
、
休
館

　
の
経
緯
は
。

②
解
体
経
緯
と
今
後
の
対
応

　
は
。
　

生
涯
学
習
課
長

①
国
や
県
の
補
助
事
業
で
58

　
年
に
竣
工
、
民
俗
資
料
や

　
歴
史
的
資
料
、
展
示
室
な

　
ど
を
備
え
、
平
成
10
年
あ

　
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
に
図

　
書
館
と
博
物
館
が
オ
ー
プ

　
ン
し
た
こ
と
か
ら
休
館
し

　
た
。

②
老
朽
化
の
た
め
解
体
す
る

　
方
向
で
国
と
県
と
協
議
。

　
補
助
事
業
で
建
設
申
し
合

　
わ
せ
に
よ
り
取
り
壊
し
許

　
可
が
得
ら
れ
な
い
た
め
決

　
定
に
い
た
っ
て
い
な
い
。

　
再
利
用
も
あ
る
が
、
財
政

　
を
考
え
る
と
ハ
ー
ド
ル
が

　
高
い
。

①
Ｓ
Ｌ
公
園
建
設
経
緯
と
運

　
用
、
休
業
の
経
緯
は
。

２つの町道の接続は
　　　交通量の動向を
　　　見きわめる

ー町長ー

遊休資産の運用は

　資料館は現状維持・ＳＬは今後検討

要望箇所の航空写真

　
富
之
尾
か
ら
エ
フ
ベ
ー
カ

リ
ー
前
を
通
っ
て
び
わ
こ
東

部
森
林
組
合
の
前
に
通
じ
る

道
路
が
必
要
で
あ
る
。

　
２
つ
の
町
道
を
接
続
す
る

計
画
は
。

町
長

　
３
月
議
会
で
の
質
問
に
も

答
弁
し
た
が
、
要
望
箇
所
の

改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

町
の
今
後
の
道
路
整
備
計
画

を
十
分
勘
案
し
、
供
用
開
始

後
の
町
道
小
森
池
線
の
交
通

量
の
動
向
を
見
き
わ
め
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
く
。

②
所
有
権
は
。

③
処
分
決
定
の
経
緯
と
今
後

　
の
対
応
は
。

企
画
課
長

①
昭
和
57
年
多
賀
町
観
光
協

　
会
が
整
備
を
行
う
。
多
賀

　
町
観
光
開
発
㈱
に
委
託
。

　
５
年
後
に
経
営
不
振
、
昭

　
和
56
年
に
ハ
イ
ウ
ェ
ー
観

　
光
開
発
に
委
託
、
平
成
５

　
年
１
月
一
切
の
権
利
放
棄
、

　
多
賀
町
観
光
協
会
に
移
譲
。

　
平
成
６
年
12
月
多
賀
町
と

　
胡
宮
神
社
総
代
と
の
間
で

　
土
地
賃
借
契
約
が
結
ば
れ
、

　
平
成
７
年
に
施
設
は
解
体

　
し
た
。

②
多
賀
町
。

③
本
体
修
理
と
維
持
管
理
に

　
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。

　
譲
渡
も
含
め
、
今
後
検
討

　
す
る
。

　
各
集
落
の
む
ら
づ
く
り
の

集
合
体
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
。
集
落
の
心
を
一
つ

に
す
る
祭
り
を
ま
ち
づ
く
り

の
中
心
に
採
り
あ
げ
て
は
。

教
育
長

　
祭
り
を
核
と
し
て
教
育
を

進
め
る
こ
と
は
慎
重
。

　
郷
土
愛
、
町
史
編
さ
ん
の

デ
ー
タ
化
に
役
だ
て
て
は
。

企
画
課
長

　
み
ん
な
で
考
え
知
恵
を
出

し
あ
っ
て
。

深 田  治 夫

歴史民俗資料館

ＳＬ公園ＳＬ公園

集
落
の
祭
り
を

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に

多
賀
町
歴
史
民
俗

　
　
　
　
資
料
館
は

蒸
気
機
関
車
は

原 田  亀 雄

お知らせ 町政を問う
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ー生涯学習課長ー　ー企画課長ー

議員と懇談しませんか？議員と懇談しませんか？議員と懇談しませんか？
　議会改革特別委員会では、議会の活性化について継続的に検討していますが、
このたび、議会活動の充実を図り、皆さまのご理解を得るため、各集落や各種
団体の皆さまとの懇談会を開催することになりました。
　懇談会は、随時受け付けします。開催日程、場所など、
ご相談に応じさせていただきますので、お気軽にご連絡
ください。　議会事務局 ☎４８-８１２６　(有線)２-２０１１

　議会改革特別委員会では、議会の活性化について継続的に検討していますが、
このたび、議会活動の充実を図り、皆さまのご理解を得るため、各集落や各種
団体の皆さまとの懇談会を開催することになりました。
　懇談会は、随時受け付けします。開催日程、場所など、
ご相談に応じさせていただきますので、お気軽にご連絡
ください。　議会事務局 ☎４８-８１２６　(有線)２-２０１１

　議会改革特別委員会では、議会の活性化について継続的に検討していますが、
このたび、議会活動の充実を図り、皆さまのご理解を得るため、各集落や各種
団体の皆さまとの懇談会を開催することになりました。
　懇談会は、随時受け付けします。開催日程、場所など、
ご相談に応じさせていただきますので、お気軽にご連絡
ください。　議会事務局 ☎４８-８１２６　(有線)２-２０１１

　町議会では、議会改革特別委員会において、６月定例会から、傍聴された皆さまにアンケート

のご協力をお願いしています。

　その結果をご紹介します。いただいたご意見を踏まえ、議会改革を進めていきます。

傍聴総数 ５人
回答者　 ４人
回答率　 80％

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

 庁舎１階ロビーに設置の大型テレビに、
本会議の様子を放映しています。お気軽に
お立ち寄りください。また、傍聴アンケー
トに、皆さんの声をお聞かせください。

９月定例会の日程予定

※日程は変更になる場合があります。
議会事務局　☎４８－８１２６ (有線)２－２０１１

議会テレビ中継スタート議会テレビ中継スタート議会テレビ中継スタート議会テレビ中継スタート

本会議が傍聴できます。会 期

９月５日

９月26日
(22日間)

～
05日（金） 9：30～
　　議案審議

08日（月） 9：30～

　　一般質問

26日（金）15：00～
　　議案審議

皆さんの声をお寄せください。皆さんの声をお寄せください。

ダイニックダイニック

エフ
ベーカリー
エフ
ベーカリー

国道
３０６号
国道
３０６号

紫雲苑紫雲苑議会に対する傍聴者アンケート結果

１. 性別と年齢    男性４人。(60歳代２人。70歳代１人。80歳以上１人。)

２. 議会傍聴の経験　今回初めて１人。１～２回１人。３回以上２人。

４. 議員の発言内容　よくわかった２人。だいたいわかった２人。

　◎要望に対しての返答を求めなければ、言い放し、聞き放しで、終わるのではないでしょうか。

　◎広報紙は、要点だけで共感が少ないが、傍聴すれば内容がわかり、興味がわいてくる。

３. 議会傍聴の目的・理由（複数回答有）  議会・町政に関心がある３人。

　　今回の議案や質問内容に関心がある２人。議員に誘われた１人。

５. 答弁者（町長、職員）の発言内容　

　　よくわかった１人。だいたいわかった３人。

　◎早口の方もおられますが、はっきり、ゆっくり

　　意識して答弁された方が良いと思います。

６. 今回、傍聴されて気づいた点

　◎質問者はよく研究している。答弁もよかった。

　◎傍聴資料が不足していた。

　◎もう少し強く質問されたら。
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